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１）基本構成図・下地組図

●通気土台水切は胴縁組みを行う前に取り付け、防水紙を上にかぶせて施工します。

●Ｃ形鋼は７５×４５～１００×５０㎜、厚み１．６～２．３㎜を６１０㎜以下の間隔で横に組みます。

●Ｃ形鋼と直交させるように５００㎜以下の間隔で厚み３３㎜以上の木胴縁を入れ、ビスでＣ形鋼に留め

　 付けます。（胴縁留付ビス：ステンレステクスネジφ５㎜以上×６０㎜以上）

●縦胴縁と開口部まわりの胴縁は３０㎜の隙間を設け、通気する構造とします。

●Ｃ形鋼の下地組みにビスでモエンを直張りする施工は、絶対に行わないでください。

●出隅部、入隅部、開口部まわりなどは角パイプやＣ形鋼ダブルとするなど、木胴縁が留め付けられる

　 ようにします。

出入隅部
縦胴縁90サイズ

防水紙

左右接合部
縦胴縁90サイズ

通気土台水切

縦胴縁45サイズ

モエン

500以下
500以下

610以下

610以下

※準耐火構造および防火構造で、鉛直荷重を負担する構造部材のＣ形鋼の厚みは２．３㎜とします。

３－３　各部の納まり詳細図

鉄骨下地 横張り 釘打ち施工
（木胴縁下地）

１．５尺×１０尺




